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本稿 の 目的 は,CBLT(ComputerBasedLegalTesting)の意義 とそ
の可能性 につ いて検 討す るこ とにある。 併 せて,法 学教 育にお けるICT
(lnformationandCommunicationTechnology)普及の妨 げ とな ってい
る国家試験,特 に 司法 試験 の論述式試験 の問題点 につ いて指摘 し,CBLT
を導 入する ことを提唱 したいIP。
ICTの普及 は国家戦 略 と位置づ けられ2〕,国政を は じめ様 々な社 会生 活
に関わる場 面で普及 ・活用 されつつあるが,こ と法学教育 については普及
が進 んでいる とは言えない状 況にある。私 は,こ の遅れ た法学教 育にICT
の更なる普及を促進 させ るために,CBLTを 提唱 して きている1:11。本稿 で
は,CBLTの 取 り組 み につ いて 更に精緻化 し,ICTに お ける最新 技術 の
応用 と併せ て,そ の可能性 を述 べてみたい。
(1)本論 文 と併 せ て,私 の 研 究 用 サ イ ト,コ ン ピュ ー タ法 学(CaLS)〈http://cals.
aichi-u.ac.jp>をご 覧 い た だ き,以 下 の メー ル ア ド レス に忌 愕 な き 意 見 や 批 判 を
送 付 して い た だ け れ ば 幸い で あ る。hirofumi@1awschooLaichi-u.ac.jp
(2)ICTは,情 報 通 信 技 術 を表 す 言 葉 で あ り,こ れ まで 日本 で はIT(Information
Technology)が同義 で使 わ れ て い るが,ICTの 方 が,国 際 的 に は定 着 して い る。
総 務 省 のrIT政 策 大 綱 」 は,2004年度 よ りrICT政 策 大綱 」 に 名 称 変 更 され て
い る の が 一 例 で あ る 。<http://www.soumu.go.jp/s-news/2005/pdf/050830_1_
2.pdf>(lastvisitedApr.28,2006)






て コンピュー タベ ースで の学習進捗度 を測 る仕組 みを作 り出そ うとするプ
ロジェ ク トで ある。CBLTに ついて の説明 に先 立 ち,CBTに つ いて簡 単
に説明 したい。
1-1.CBTとCBLTの意義












うな試験を行い,瞬 時に採点 し学習進捗度を個人別に把握 して,それを残
された期中の教育手法に反映させていくことも可能となる。従来型の大学
教育における,教員から受講者への一方的な情報提供だけでなく,双方向



























(4)伊藤 博 文 『法 律 学 の ためのコ ンピュー タ』 口本評 論 社(1997年)115頁以 下 参照 。
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経 由で配信す る,講 義 に関す る質 問を メールや掲 示板で行 う,と い った程
度 に とどまる。
これ は法律学 だけに特有 の話 ではな く大学 教育一般 において も同様であ
る。 かつて はCAI(ComputerAssistedInstruction)の名の下 に,様 々
な コースウ ェアが開発 され,コ ンピュー タとユーザの対話 によ る学習 とい
う方法 が新 しい学習方法 と して注 目されだjiし か し,そ れ は法律学 の中
には全 く浸透 しなか った。 その理 由は,1つ は コー スウェアの未成熟 と利
用者の スキルが未熟 であ り,価 格 の割 には内容 が乏 しく,た い した学習成
果が上が らな いとい う評価が 多か ったたあであろ う。 コースウ ェアを使 う
に当た りコ ンピュー タ操作 が必 要 とな るこ とも,ICTの 普及度 が低 い段
階で は大 きな問題で あ った。 つ ま り,CAIを 導入す るだ けでハー ドウ ェ
ア,ソ フ トウェアと高額 な投資 を余儀 な くされ,さ らにユ ーザには慣れ な
い コンピュータ操作 とい う負担 を更に課す ことは大 きなハー ドルで あった。
したが って,こ の ような段階 において は十分 な普及や活用 を望むこ とは無
理があ った と言え よう。
しか しコンピュー タの社会的浸透度が増 して くるにつれ,変 化が起 きて
いる。 それ はユーザサイ ドで 言えば,コ ンピュータスキルのア ップであ る。
法学教 育を行 う場 と しての大学では,既 に中学 ・高校で コ ンピュー タ操作
に習熟 した新 入生が入学 してきてい る而。彼(女)ら は,キ ーボー ドを使 っ
た コンピュー タ操作に抵抗は無 く,む しろ コンピュー タの活用が大学の講







義 などで為 されない ことに疑問を感 じている(ii。また一 方で,コ ン ピュー
タの廉価化 とネッ トワー クの普及が新 しい局面を切 り開いている。コンピュー
タの価格 は,学 生で も一人一台 を持つ ことが可能 となる値段 となって きて
お り,そ の性能 もかつての コ ンピュータは比較 にな らないほど高性能で あ
る。 また,イ ンター ネ ッ トに代表 され るようにネ ッ トワークの普及 も見逃
せない変化であ る。 ネ ッ トワー ク化が もた らす もの は,情 報の高度な活用
を可能にす ることであ る。 それ までの スタン ドアロー ン型 コンピュー タか
らネ ッ トワー クに繋 が った コンピュー タの利用を前提 とす ると,そ の教育
への応用範囲は格段 に広が る。 その効用は,メ ールーつを とって も明 らか
である。 メッセー ジを相 手に伝え るとい うものか ら,教 材の配布,回 収 と
い った ものまで,容 易にで きる。 このよ うな環境 の変化に応 じて,新 たに
ICTを活 用 し,ICTが 教育 の中 に自然に とけ込 む法学 教育 手法 が検討 さ
れ るべきである。 この方向性 がCBLTの 根幹 に存在 して いるので ある。
1-3.手書 きとワープ ロ書 き
CBLTを推進 す るにあた り,ま ず 説明 しな けれ ばな らないの は,手 書
きよ りもワープ ロ書 きの方 がよ り効 率的な ことである。 文章を作成す るの
に手書 きか ワープロ書 きの選択 があるとすれば,私 はワー プロ書きを選ぶ。
ある。法学部に進学する高校生の多くは,高 等学校での普通科課程での教育をう
けているので,情報に関する教育は殆ど受けておらず大学で初めてコンピュータリ
テラシーを学ぶ者 も多くいる。 しかし一方で,商 業高校や工業高校出身の学生は
初級システムア ドミニストレータやワープロ検定といった情報処理に関する資格を
多く取得して入学 してきており,大学で行うコンピュータ教育のレベルの低さに半















文字 とイラス トなどを同時にかける自由度 も捨てがたいものがある。






(8)手書 き 神 話 につ い て は 以 ドの よ うな 説 明 が な され る。 「… … 手 書 き 神 話 に はか
な り根 強 い もの が あ る。 就 職 の マ ニ ュ ア ル本 を読 む と,履 歴 書 な ど企 業 に提 出す
る文 書 は 手書 き に す るよ うに,と 書 い て あ る。 ど うい う文 字 を 書 くか は その 人 の
個 性 の 一 部 で あ る か ら,個 性 を 理 解 す る た め の一 つ の 方法 と して は 多少 の 意 味 は
あ るの か も知 れ な い。 しか し,手 書 き=『 心 が こ も って い る』=熱 意 の あ る学 生,
と い う評 価 を 下 す とす れ ば,そ れ は採 用 す る 側 の 単 な る偏 見 で あ る。 も ち ろん そ
の よ う な偏 見 に迎 合 す るの も就 職 活 動 の テ クニ ッ ク と して は 大 切 な の で,私 も 今
回 の 人 文学 部 『就 職 の しお り』 の 改 訂 に あ た って は(大 変 不 本 意 で は あ っ たが)


























たとえば魑魅魍魎(ち みもうりょう),葡萄(ぶ どう),檸檬(レ モン)の





























































ありq",これを更に進めると判例の要約 も出すことが可能 となる。 もはや
手書きなどは及びもしない世界である。
以 上の よ うに,コ ンピュータを使 った文書作成 は,手 書きに比 して効率
的であ り,こ の機能を使 いこなせ ること も試験 で確認すべ き能力で ある。
社会のあ らゆる場面で,コ ンピュータを使 った文書作成が常識 とな って い
る現在で,メ ー ル もレポー ト作成 もコ ンピュータで行 う世代 の人間 に,あ
えてハ ンデ ィを与え るよ うな手書 きを強制 しす る試験 は,時 代 にそ ぐわな
い ものであ る。む しろ,積 極的 にCBTが 推進 されるべきである。
2.司法試験 とCBT
CBTが 実 際に試験 に導 入 され る事 例 は多 くはな い。 しか し,法 務省の
行 う司法試験 において も部分 的ではあ るがCBTが 認め られ ている。 また
ICTの 先 進 国 ア メ リ カ で は 一 部 の 州 に お い て,司 法 試 験(Bar
Examination)にCBTが認 あ られて いる。 これ らを紹介 しなが ら,そ の















た受験者各自が持参 したノー トパソコンに機能制限を課 して,文書作成機








visitedApr.28,2006).法務 省 大 臣 官 房 人 事 課 司 法 試 験 係 に2006年4月20日,
電 話 で 問 い 合 わ せ た と こ ろ,こ の よ う な要 望 は 数 年 前 か らあ り,こ の 措 置 を イ ン
タ ー ネ ッ ト上 で 公 開 した の は昨 年 度 か らと の こ と で あ った。 実 際 に この 措 置 に 基
づ い て 試験 が 行 わ れ た こ と は あ るが,論 述 試験 で 行 わ れ た こ とは な い との こ とで
あ る。 ハ ンデ ィキ ャ ッ プを 持 っ た 人達 へ の受 験 配慮 と して の ユ ニ バ ー サ ル ・デ ザ
イ ンに つ い て は 、 藤 芳 衛 。藤 芳明 生 「司法 試験 短 答 式 試験 の ユ ニ バ ー サ ル ・デ ザ
イ ン 点 字 試 験 の 試 験 時 間 延 長 率 の 推 定 と 音声 試験 の 設 計 」 『大 学 入 試
研 究 ジ ャ ー ナ ル 』 第15号27頁(2005年),availableat<http://www.
inftyproject.org/articles/Fujiyoshi4.pdf>(lastvisitedApr.28,2006);藤芳
衛 「法 科 大 学 院 適 性 試 験 の ユ ニ バ ー サ ル ・デ ザ イ ンー デ ジ タル 音声 試 験 と点 字 試






1試 験問題及 び受験 ヒの注意 事項 につ いては,テ キ ス ト形式 によ り、 短答式試験 答案書式
について は,表 計算 ソフ トのファイルによ り,そ れぞれフロ ッピーデ ィス クを介 して提供
いた します。
な お,論 文式試験の答案 書式 につ いては,試 験 開始 前に書式 の設定 を各 自行 っていただ
きます。
2試 験問題デー タにつ いて は,便 宜L一 部加L:を施 してあ ります。
3受 験 に 当た り,a'読 みLげ ソフ トウェアによる問題文の誤読,作 成 した答案 データの
消失その他の使用機器の不 具合 による不利 益は,受 験 者において負うことと します。
4受 験者に対す るパ ソコン使用 に係 る注意事項 は,以 下の とお りと します。
111受験のために使用す る電 」二機器 は,以 下の 事項 につ いて,あ らか じめ委員会 に申請 し
た機器 とし,受 験者において試験 当日に持参す ることと します。
① パ ソコンの機種名
② プ リンタの機種名(接 続 ケー ブルを 含む)
③ パ ソコンに フロッピ ィデ ィスク ドライプがない場合,外 付 けフロ ッピィデ ィスク ド
ライブの機種名(接 続 ケー プルを含む)
(2}受験に使用す るアプ リケー シ ョンソフ ト(以F「 ソフ ト」 とい う。)は,以 ドの 「ド項
について,あ らか じめ委員会に申請 した ソフ トとし,受 験者 にお いて準備 した もの を使
用す るこ とと します。
① オペ レーテ ィング ・システム(パ ソコンを動かすための基本的な ソフ ト)
② 画面読み ヒげ ソフ ト
③ ワープロソフ ト
④表計 算ソフ ト
⑤ 日本語 人力ソフ ト
131受験 に関す る事項
① あらか じめ委員会 に申請 した以 外の ソフ トを使用するこ とは,い かな る理11.1があ っ
て も許 可いた しません。
②受験の ため に使用す るソフ トの機能 を一部制限 します。
許 可され た以外の機能 を使用 し又はそれ以外 の用途 に使用 した場合は,不 正の 手段
によ る受験 として試験 を停 止す ることがあ ります。
許 可す る機能の例
・画面の読み 上げ ・入力及 び漢 字変換 ・挿 人 ・削除 ・保存 ・印刷な ど
{4)答案印刷 に使用す る用紙 は,委 員会において用意いた します。
(5)試験問題等 に関す る事項




ア メ リカで は司法試験(BarExamination)にお いて筆記試 験 に ノー
トパ ソコ ンq41を使 うことを認 めてい る。 ア メ リカは50州 で それ ぞれ州 レ
ベ ルで司法試験が行われ てお り,多 くの州で は,年 に複数回,2日 間にわ
たる司法試験 を行 ってお り,1日 を州法 につ いての試験 ,2日 目を全米統
一のTheMultistateBarExam(MBE)試験1:i)を行 うのが一般 的である。
この州法 につ いての司法試験 では,論 述試験 が課 されてお り,幾 つかの州
では ノー トパ ソコ ンを持 ち込ん での試験 を認 めている。
その方法 は司法試験開始の 前日にノー トパ ソコ ンを試験 に使 お うとす る
者は試験 会場 に出向 き,動 作 チェ ックをす る。 そ して 司法試験用 の特殊 な
ソフ トウェアを インス トール して,試 験結果を フロ ッピーディスクで提 出
す る とい う形式を とってい る。
2006年4月 の 時 点 で,各 州 の 司 法 試 験 に 関 す る サ イ トを 調 査 し た と こ
ろ,51(WashingtonD.C.含 む)州 の 中 で,ノ ー トパ ソ コ ン の 使 用 を 認
め て い る の は18州 で あ っ た(次 ペ ー ジ 表1参 照)。 そ の18州 の 内 ,
Extegrity社のExam4と い う ソ フ ト ウ ェ アq61を採 用 し て い る 州 が1州
(Virginia),SoftwareSecure,Inc.社のSecurexam"'を採 用 し て い る の
が4州(Georgia,Kentucky,NewJersey,NewYork),Worldwide社
のSofTestExam""が11州(Arizona,California,Florida,Missouri,
(14)アメ リ カ で は ノ ー トパ ソ コ ン をLaptopと 呼 ぶ 。 こ こ で は 表 記 を あ わ せ る た め




(18)多く の 州 が 採 用 し て い るExamSoftWorldwide社 の プ ロ グ ラ ムSofTestExam
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表1.CBTを 採 用 して い る18州(2006年4月 現 在)
州 掲戟URL 採川 ソフ トウェア名







8 NewMexico http://www.nmexam.org/ ExamSoft'sSofTestsoftware
9 NewYork http://www.nybarexam.org/barexam.htmSoftw reSecure,Inc・'Securexam










Utah,Washington),不明が2州(Texas,Vermont)であ った。 これ ら
18州のなか で も今現在試 験的 に一定数 の受 験生 だけ に抽選 で使用 を認め
て,様 子 を見て いる州 もあ り,今 後残 りの33の 州へ波 及 して い くと思わ
れ る。
特徴的 な点 を指摘 したい。 まず ノー トパ ソコ ンによる受験 を希望 する受
験生 には70ド ル程度 の費 用負担 を求 めて いる点 であ る。 これの殆 どが ソ
フ トウェア代金 との こ とである。希望 す る受験 生各 自に,ノ ー トパ ソコ ン
を持参す ること,試 験前 日に動作確認 を行 うこと,試 験 専用の ソフ トウェ
アを事前 にイ ンス トールす る ことによ り,ノ ー トパ ソコン受験者だ けが有




利にな らな いような環境 を作 り出 して いる点 である。州 によって はノー ト
パ ソコン受験が可能 な会場 を限っているところ もある。試験 問題 の配付 お
よび解答 の回収を フ ロッピーデ ィス クやUSBメ モ リで行 うものや,試 験
後 ネ ッ トワー ク接続 して回収 する方式の もの もある。 当然,ノ ー トパ ソコ
ンを使用時 の機器操作不具 合はその受験 者が負 うべき リスクであ る。 この
ような使 い方は,ネ ッ トワー クを介 したWBT(WebBasedTesting)と
はほど遠 く,む しろネ ッ トワー クを遠 ざける措 置を講ずる ことによ り試験
環境 を生み 出そ うとしている ものである。
アメ リカ各州 におけ る司法試験 のCBTを,日 本に導人す るに当た って
参考 とす るには問題 となる点があ る。 ア メ リカでは,パ ソコンの出現 以前
よ り,手 書 きよ りも手動 の タイプ ライタを使 うことがよ く行われてお り,
ノー トパ ソコンを利 用 した論述式試験解答 もさほど抵抗 はないと思われる。
また,持 ち込 んだパ ソコンに外部 との接触や許可 されない資料の閲覧を制
限す るという機能制限を付 けて,ワ ープ ロ機能 しか使えないように して も,
英語 の ワープ ロであれば,さ ほ ど問題は起 きない。 しか し,日 本語の場合
は,か な漢 字変換 システムその ものが辞書的役割を果たす ことがで きて し
ま う。 よ って,利 用方法によ っては法律学事典や六法,は たまた判例集を
引きなが ら文 書作成を行 うの と同 じ結果を得 ることがで きて しま うことは
留意 すべき点であ る。
さま ざまな問題はあ るが試行錯誤を行 いなが ら,各 州毎 にそれぞれの方
法 で司法試験において ノー トパ ソコ ン利用が行われて いる点 は,受 験者の
ニーズに応え るとい う意味で も評価で きる姿勢で ある。
3.新しい技術の可能性
ネ ッ トワー ク技 術の進化は著 しく,幾 つかの新 しい ネ ッ トワー ク技術が
生 まれ てきて いる。 その幾 つかを紹 介 しなが ら,CBLTと の関係 を検 討
一62一
CBLTの可能性
し,そ の可能性 について述 べてみたい。
3-1.Thin-Clientコンピューテ ィング
Thin-Clientコン ピュー テ ィングにつ いて述 べ る前 に,SBC(Server-
BasedComputing)という発想 につ いて説明 しなければな らない。
これ まで のネ ッ トワー ク技 術の発展は,イ ンターネ ッ トに代表 され るよ
うに,サ ーバ=ク ライア ン トとい った集中型か ら分散型へ と推移 して きて
い る。 分散化 され た各ホス ト・コンピュー タが 自律す るとい う形式が基本
であ った。 しか し企業 や学校 のよ うに組織 単位で複数台の コンピュー タを
管理す る状況で は,こ のよ うな 自律 ・分散型の管理 方法が好 ま しくな い場
面が多 々ある。 その具体例 が,ク ライア ン トとな るホ ス ト・コンピュー タ
の維持 コス トが相 当な負担 とな っている点 である。 ソフ トウェアの進化が
激 しい中で はr常 に最新 の状態 に ソフ トウ ェアをア ップデー トしな ければ
な らない。 また,ネ ッ トワー ク上 に存在す るウイルスやスバムメールとい っ
た潜 在的な害悪 にも対処 しなければな らない。 こうした煩 わ しさを解消す
るには,ク ライア ン トで はな くサーバ ・レベルで管理 する ことの方が効率
的である。 これがSBCの 発想 である。
このような背景の下か ら生まれてきたのが,Thin-Clientコンピューテ ィ
ングである。 これは インター ネ ッ ト上で はな く,イ ン トラネ ッ ト上で展 開
される技術 であ る。 会社や学校 といった閉 じたネ ッ トワー クでは,同 一 の
端末 を定期 的に,一 台 ずつ設定す るコス トが膨大 な もの にな りつつ あ り,
これ らをサーバで一 元管理 で きることが求 め られて いる。 また,ク ライア
ン ト・コンピュー タに求め られ るの は,ハ イスペ ックのマ シンではな く,
Webブ ラ ウス,ワ ー プ ロ,表 計 算,デ ー タベー ス検 索 とい った程度 のア
プ リケー シ ョンが こなせれ ば十分 といったユーザのニ ーズがあ る。Thin-
Clientコンピューテ ィングは,こ の両者 を上 手 く実現 でき る新 しい技 術
として開発 されて きた もの であ る。Thin(薄い)が 意 味す る ものは,余
一63一
計 な付属品 な どのつ いていないス リムな コンピュー タであ り,電 源 を入れ
れ ばす ぐ使 えて,エ ン ドユーザーにはメ ンテナ ンスが全 く必 要のない コン
ピュータである。
この種 の発 想 は,イ ンターネ ッ ト黎 明期1996年代 にオ ラ クル によ っ
て 主唱 され て い たNC(NetworkComputer)開発 計 画 と類 似 して い
るONCが 実現 せず普及 しなか ったのは,当 時の ネ ッ トワー ク技 術が未
熟、であ ったためである。 今で もエ ン ド・ユーザーはNCを 必要 と してい る
のである(?U10そして今注 目されて いるThin-Clientコンピューテ ィングは,
高速 なネ ッ トワー クと高度な負荷分散機 能を持 ったサーバを前提 と して,
NC構 想時 の問題点 を克服 して くれる ものである。
この技 術はCBLTで も利用すべ き技術 である。CBLTは 擬似的 にせ よ,
イ ン トラネ ッ ト的な発想でネ ッ トワー ク構築す るのであか ら,持 つべ きク
ライア ン ト端末はThin-Clientで十分で ある。 今後 どのよ うに この技 術を
(19)OracleSystems社の 創 立 者,ラ リー ・エ リ'ノン氏 は1995年当 時 次 の よ うに 発
言 して い た。 「私 が 欲 しい の は,机 の 上 に 置 け る500ド ル の 装 置 だ 。 … … デ ィ ス
プ レ イ や メ モ リは付 い て い る が,HDDやFDDは な い。 背 面 に は2つ の ポ ー ト
が あ るだ け だ。1つ は 電 源 用,も う1つ は ネ ッ トワー ク用 だ 。 ネ ッ トワー クに 接
続 す る と,最 新 バ ー ジ ョ ンのOSが 自動 的 に ダ ウ ンロ ー ドさ れ る。 私 の フ ァ イル
は ど こか の サ ー バ ー に保 存 され て い て,専 門 に 雇 わ れ た 人 た ちが 毎 晩 バ ックア ッ
プ を 取 るん だ 。 ネ ッ トワ ー クか ら得 られ る デ ー タは 常 に 最 新 で,そ れ らの 代 金 は
電 話 料 金 の 中 に含 まれ る。 それ が コ ン ピュ ー タ本 来 の 姿 だ か らね。 つ ま り電 話 の
延 長 だ よ。 電 話 を コ ン ピュ ー テ ィ ング,通 信,娯 楽 に 利 用 す る わ けだ 。 そ れ が 私
の 望 む パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タで,'吟"す ぐに で も欲 しいね!」 。 こ の 考 え が,
NC(NetworkComputer)開発 計 画 に結 び つ い て い く。 伊 藤 博 文 「法 学 教 育 に
コ ン ピ ュ ー タをCaLSか らの 提 案 」 豊 橋 短 期 大学 研 究 紀 要 第13号17頁 註
44(1996年),availableat〈http://cals.aichi-u.ac.jp/products/articles/
IntroducingComp.pdf>(lastvisitedApr.28,2006)参照 。
(20)梅田 望 夫 『ウ ェブ 進 化 論』 ち くま 新 書582筑 摩 書 房(2006年)58頁 参 照。
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応 用 して くかが鍵 とな る。
3-2.認証技術
CBLTと い った コン ピュー タに よる試 験を 考え る場 合,ま ず留 意 しな
けれ ばな らない ことは,受 験者が コン ピュータ利用 によ り不 正行為 を行 え
な くなるよ うにす ることであ る。試験 における不 正行為 は,ど のよ うな試
験 において も考慮 しな くてはな らない問題で あるが,コ ンピュータによる
受験の場合 の特徴 的な問題 点を指摘 した い。
第一 に,コ ンピュー タに付属 す る電卓機能,か な漢字変換機能,な か に
は英訳機能 とい った機能 の制限,第 二 に,コ ンピュータ内のハ ー ドデ ィス
ク上の情報を参照す ること,第 三に,ネ ッ トワー クを使 った外部 との交信,
第四 に,本 人ではない者が受験 す るとい う本人確認の問題で ある。
特 に最後の本人確認 の問題 として,「な りす ま し」 の問題 が挙 げ られる。
この対策 と して は,認 証技術 を活用 する ことにな る。 コンピュー タを使 う
場合には本人確認 はセ キ ュリテ ィ」二重要な問題 であ る。 離れた場所 にいる
受験者が コ ンピュー タを使 ってネ ッ トワー ク経 由で受験 を行 う場 合,本 人
確認 は大切で ある。 従来 は,IDと パ スワー ドといったネ ッ トワー クに ロ
グインす るときの基本的な認証手段 を用 いてきたが,こ れでは確実性 がな
い。 そ こで最近技術的 に実用化 レベ ルにな りつつ ある,バ イオ メ トリクス
認 証の導 入を提案 したい。
「バ イオ メ トリクス認証」 とは,バ イオ(生 物)と メ トリクス(測 定学)
か らの造 語であ り,人 間の個 人特有の体の生体的特徴 や特性 を利 用 して,
本人か どうか判定す るという もので ある。指紋,虹 彩,サ イ ン,顔 の形,
声な どを判定材料 とす る。例え ば目の虹彩 の特徴 をデー タベース化 し,認
証装 置を使 って本人以外が施設 内に入れないよ うにす るとい う方法である。
これは もう既 に機密管理を最 重要視す る軍 事施 設などで は使われていたが,





人確認に使 うのである。 まだまだ発展段階にあるバイオメ トリクス認証で
あるが,こ れを積極的に導入することを検討すべきである1211。
3-3.法学用 ノー トパ ソコンの標準化
CBLTを推 進す る にあた り,法 学教 育で用 い るノー トパ ソコ ンを標準
化することを提唱 したい。法律学を学ぶ とき用 いる司法試験六法の ように,
六法を定型化す ることに よ りその有効範囲は広が る。
パ ソコンの進化 には著 しいものが あ り,そ の陳腐化 はかな り早 いペー ス
でお きてい る。 この ような状況の中で標準化す ることには以下の ような意
味があ る12%
まず法律学 に特化 した ノー トパ ソコ ンを作 るという意味で ある。法学教
育において有用な ソフ トウ ェアを選定 しイ ンス トー ルす ることによ り,よ
り効率的な ノー トパ ソコ ンを大量 に作 ることがで きれ ば,安 価で市場 に出
回 ることとな る。 さ らにパ ソコ ンの低廉化傾 向が続 けば,か つての電卓の
低廉化の ように,学 生で も簡単 に入 手で きる学習教材 となるであろ う。
この ノー トパ ソコン標 準化 とThin-Clientコンピュー テ ィング とい う発
想を用 いることによ り,試 験会場で バーチ ャルなイ ン トラネ ッ トを構築す
(21)村上 康 二 郎 「バ イ オ メ トリッ クス に関 す る法 的 諸 問 題」 情 報 ネ ッ トワ ー ク ・ロー
レ ビュー 第4巻 第2号74頁(2005年)。
⑳ 伊 藤 博 文 「法 科 大 学 院 教 育 に お け る ノー トパ ソ コ ンの 活 用 一 愛 知 大 学 法 科





表2.試 験 の 場 と 使 う コ ン ピ ュー タ
受 験 場 所 区 分
試 験 会 場 受 験 自 宅 受 験




用 個 高い受験環境が可能となる。不正 ing)で受験する。本人確認,不
i
人
所 行為を回避するには,持 ち込みコ 正行為防止などの問題点が多い。




























































題 とな って いる133)。一 日もはや くCBLTが 実現 され,司 法試験 にCBTが









㈱ 大学 教 育 の 場 に お いて,教 授 が 講義 時 に 教 室 へ の ノー トパ ソ コ ン持 参 を 禁 止 し
た こ と が ア メ リカ で 波 紋 を よ ん で い る 。 メ ン フ ィス 大 学 ロ ー ス ク ー ル のJune
Entman教授 は 「コ ン ピュ ー タ の せ い で 学 生 の 注 意 力 が 散 漫 に な り,講 義 内容 を
熟 考 す る こ とよ り も,自 分 の一 言 一句 を 書 き写 す こ とに 没 頭 して しま う」 と して
ノー トパ ソ コ ンを 使 用 禁 止 と した。 こ の 措 置 に 対 し受 講 生 の 一 人 が 憤 慨 し,撤 回
を求 め る嘆 願 書 をAmericanBarAssociationにま で 提 出 した が,却 下 され た。
大 学 側 の 対応 は,教 授 の 専 権 事 項 と して,教 授 の 措 置 を 支 持 して い る。 教 授 側 お
よ び受 講 者 側双 方 の 「教 育 の 自 由」 論 議 に は 興 味 深 い もの が あ るが,こ こで 問 題
と な る の は,コ ン ピ ュー タを 使 う と注 意 力 が 散 漫 に な り講 義 に 没 頭 で きな い とい
う主 張 で あ る。 一 理 あ る と は思 う が,そ れ も使 い 方 次 第 で あ り,一 律 に機 会 を与
え な くす る と い うの は 問 題 だ と い え よ う。 こ の 問題 はBlogで もい ろ い ろ と議 論
が 交 わ され て い る。 「授 業 中 の ノー トPC使 用 禁 止 」 米 大 学 教 授 の 判 断 に プ


















○法学会賞 ・努力賞(優 秀な内容の卒業論文に対 して授 与 卒業式にて表彰)
・法学会賞 該 当な し
・努力賞3名
堀 雅仁 「わが国のFTA戦 略」(指 導教員:田 中信幸)
小坂井ま り子
「市町村合併協議会廃止後の行財政活動へ与える影響について






○法学部論文 コンテス ト(法 学部3年 生以 ヒが対象)
・最優秀賞 該当な し
・優秀賞
若山 智人 「外国軍隊の刑事裁判権 一日米地位協定について一」
・佳作 該 当な し
一72一

